
別紙（様式２　令和２年度改善計画　学校用）

No 項　　　目 現状と課題 R3年度に目指すべき状態 ①R2年度に実施する内容　②R3年度に向けて検討する内容 達成状況

※達成状況：次のＡ～Ｄで評価し、各年度末に県立学校は県教育委員会へ、公立小中学校は市町村教育委員会へ提出する
Ａ　　達成できた　　Ｂ　ある程度は達成できた　　Ｃ　あまり達成できなかった　　Ｄ　達成できなかった　                 
※様式は、必要な項目が含まれていれば、適宜、変更して使用して差し支えないこと。
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5
部活動の
負担軽減

生徒、先生方の休息を取ることの必要性を先生方に
理解してもらい，計画的で効率的な部活動の指導を
行っていく必要がある。外部指導者の継続的な指導
をお願いしたい。

○生徒の学習時間を確保と休息をとる
ため，部活動の計画の立案と，科学的な
根拠に基づいた効率的で効果的な練習
を実践する。

①試験前や長期休業などにおいて，生徒の学習時間の確保を行う。また，効率的で効果的な練
習方法を部活動顧問が積極的に研究することを推奨した。
②文武両道を図るため，どのような指導計画と指導法を立てることでことができるか検討する。

6
地域人材の

活用

本年度は，文化部・体育部あわせて１３名の外部指
導者に部活動の指導の協力を依頼している。また，
通学時マナーアップ運動実施の際は，登校の交通指
導に保護者や地域の方の協力を得ている。このよう
な活動を積極的に行い，地域に根付いた学校にして
いく必要がある。

○生徒が外部指導者との交流をとおして
人間性を高めたり，警察・保護者などの
協力で交通マナーの向上が図られたり
することで，地域に愛される学校になっ
ている。

①文化部の活動の成果を示すための『巨摩フェスタ』の内容を充実させた。また，通学時マナー
アップ運動のときだけではなく，登下校時の安全運転指導に地域警察（南アルプス署交通課）や
保護者の協力を仰いだ。
②業務改善につなげるためにも、部活動の外部指導者の開拓と指導の謝礼の金額や捻出方法
についての検討が必要である。

3
校内組織の

見直し

大幅な分掌の統廃合を実施して４年目を迎える。この
３年間の業務をとおして，分掌として、個人として業務
負担の多少がある。本年度は，分掌内で協力して業
務を行ってもらいながら，次年度の業務の均等化に
向けての検討が必要である。

○それぞれの分掌の業務内容が精選さ
れることで学校運営の効率化や業務改
善が行われる校内組織の構築を目指
す。

①業務引継書に，業務内容や時期を記録していくことで，来年度の組織改編の資料とし，必要で
あれば組織の改編を行うことを検討した。
②各分掌の業務内容の確認と負担格差を軽減できるかを検討する。

4
業務の
効率化

校内及び分掌内での業務の割振りがアンバランスに
なっている部分がみられる。各分掌で様々な業務に
対してできるだけ複数名で取り組むよう意識改革を行
い，情報共有や・マニュアル化を行いながら業務を効
率的に行うことが求められる。

○業務を分担するなどして複数名で担
当し，個人が負担を感じることがないよう
な業務の割振りやマニュアル化が行わ
れている。
ＩＣＴ支援員の協力を得て、効率化に向け
る。

①個人の過重負担にならないような分掌業務の計画運営を行った。また，業務のマニュアル化を
推奨した。
②複数名で担当することで，業務の効率化を図ることができるか、また公務の処理能力を上げる
ためＩＣＴ支援員のサポートをどう活用するか検討する。

令和２年度版　改善計画
　学校名：　　　山梨県立巨摩高等学校　　　　　　　

1
会議等の
効率化

ここ数年，会議の効率化と削減に取り組んできたの
である程度の成果は得られるようになってきた。しか
し，会議の内容によっては，未だに２時間近くかかる
会議があり，まだまだ効率化を進める余地はある。そ
のためには，事前回覧や要点整理を図るなどして出
席する職員が短時間で有意義な議論を進められるよ
う改善する必要がある。

○できるだけ参加者が同じような会議
は，同一日に効率よく行い，勤務時間内
に終えられるよう計画する。
○参加者がその会議での審議内容を明
確に意識して参加し，短時間で深い議論
ができるよう努力する。

①目指すべき状態を会議参加者が理解し，積極的に声掛けなどを行い，試行的に実践した。
②要点整理を工夫し，事前回覧の方法を確立し，当事者意識を高め効率的に会議を行うことがで
きるか検討する。

2
学校行事の
負担軽減

行事の分散化を図りたいが，外部との係わりで思うよ
うにできないことが多いので，分掌ごとに多忙期を予
測した業務の取組を検討し，計画的に準備運営にあ
たることが必要であり，個人の負担軽減につなげて
いく必要がある。

○分掌ごとに年間を通しての業務内容
の確認が行われ，多忙期に業務が重な
らないような準備計画をたて，分掌内で
情報を共有し，個人の負担を軽減する。

①職員の出退勤記録調査等を元に月間ごとの業務軽重変動を可視化し，各分掌にフィードバック
することで，先を見越した業務分担の見直しについて検討してきた。
②業務分担の見直しの検討結果を受け，多忙期を予測した業務配分モデルの提案ができるか検
討する。


